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【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年7月2日(2009.7.2)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　本発明の一実施形態によると、マイクロキャリアに結合された接着細胞の培養物が、コ
ンフルエンスまで増殖され、そしてそのコンフルエントなバイオマスの細胞密度およびマ
イクロキャリア濃度が増加する前に、ウイルス感染される。容積当り高い細胞密度が該培
養物の濃縮前または濃縮後に感染させられるどちらの場合でも、培地の容積を再び増加さ
せることなく、ウイルス増殖および生産プロセスの間バイオマス中の細胞密度およびマイ
クロキャリア濃度がコンスタントに保たれる。ウイルスに感染していないかまたはウイル
スに感染しているかのいずれかである細胞培養物バイオマス中の細胞密度およびマイクロ
キャリア濃度を増加させるために使用される方法は、細胞培養物を濃縮するために当該分
野で公知の任意の方法であり得る。これは、例えば、沈降、遠心分離、濾過、作業容積の
減少を許容するふるいに似た灌流装置での濃縮のような方法により、または２つ以上のバ
イオリアクターシステムをプールすることによって行われる。
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